
VOL. 2 

キーーョv

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
京
都
第
お
団

京
都
市
上
京
区
寺
町
鞍
馬
口
下
ル
（
長
休
学
内
）



u 願

2 

2 

・ 3

3 

4 

5 

5 一 一一 一一ーー－・・・・・・・・・・・ー・・・・ ・・・・・ーー・・・4’・・・..・・ー・・・・ーーーーマ一一ιツノてメ珂王

6 ワシw王……
7 

9 

「／組のみ心在」／租 －

「？ひさのオオカミぽ、、フlj，｛ノ；旅行」之さ且－・－・e・・・10

「 J ＼ ラ γ~てき死心だ三ちゃ /J と八ちゃえノ」

｜
 
！
 

．
 

，
 
’
 ．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

3三11 ... 

13 「与さEっていいな Jii-祖

15 トケンア

20 

21 

ll 

ii 
；選
f滋；議

1i 
ii 
ll 
11 
：選

ii 
i議

ii 
i告書

Ii 
J議

！議

；選

バ チγ らサいお
（長

ヂゾデ、ンデ、、ソ

の斥平和
子欠

激流／Vol.2 

日

サソパチ各年の進歩J氏克 一

技能章獲得A長況

ボーイの広場く観察と雄理〉 一

I I 6 1967. 

~~果音苧主j
作詞作曲不詳

コイ妊 －－

モハン碓理

フ、、の広場

ーす

力

E』－安t一一占一一－一4 一＿l圃『 』 －白~函一－由－一一－斗一一一一一一一一一－‘一一一一目

払守ιz京寸奇戸屯哩i；惇註草有君ニ三三j 
あ、いら bやまの サシ Jfチなかまも－，，てうまれた てさっかいゆめてき

斗．ラュ二:Pffi 

夕げの用意、に

/. ~を離れて奥山あ心さや

局に巴ッケル

おいら

火を燃やして

あの子に問名やす

登山ぐっ

今寺ってるお山のす γバチ去かま

もって生れたをつかし咳て子 わいらが山のサン；＼少なかま

あの予思えば血潮もおとる

明日も楽しく生主るのさ。

理想の遣を開くのさ，
滋成表（年少隊．少宝手隊..i手長F荻） ••••••••• •• 

少耳隊組織図

季語 集後記
2.空はまっかに 夕日は落ちぬ

星は空をちり｜ぎのぬ

お山のサンバナなかま

友と会ぃ寄り ファイアーか二み

若さ命を歌うのさ

ぉ。ら

3.太い究太iご、あぐらをかいて

今夜の夕げも寺料理士三

沿いら お山のすンバチなかま

とちりま記ろむ

却の笑顔がうかぶのさ

まぶため興に
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金lj主ノ＼周三手記念行事の安党左 ズ力ウト誌君沿ら甲入があっ e . ~之医・宰いも

ので 往時の初級文力ウト リュックも宵貫之すハイ 7にbへぽったヌ力ウト

等φ煙い出と芙に それらのス勺ウトも 今ぼ主米なヌ力 lヲトリークーとして奉

仕造動左帯主けてくれて唐ることは（可ヒレても天きま喜びであります。モの蔭に

数多くの道仁奉仕下さつE方守ゆ次今ら次へとを11継ヴオ1た蔭の力広 忘れられ

ません。発東への夜来的広環動力であることは言う迄もおりまぜん？丈人も手｛笑

も 奉仕浩動の利他行の合l'F-と申tまじよろ。特仁近代の物質万能の更さ砲の来れ

の中にあって その波注主治も科掌の楚i!ヒ｛半l¥ 吻貨文化の町本の柱ときわ札

るオートメーうヨン化学 ってだ代の青少年諾君の

合庁長、物質環吾被 e 家挺の 治仁奉仕出末る喜びと芙

電化の叫によりはく葵 ぷ多議ふ にまたせのき去に色ヤと

iヒじて券りまじ た。 かてて

rJ日之て 近代のR主ヤ主義の

突き想も泊って 征代の危穣

巨と 6之言われて 参 りまじ

]=. J 二うした佐沼φ中にあ

理い玄致さおtf'ktらdむ時代

租でもあリまじよう 。住鴎

の力ブヌ力ウト－話君広 三干

震ス刀ウト｜二 初級文力ヴ

トは今広リーダ‘ーにと 返

ヤ大人ω巴界｜二ヘって来ます。三の時代、広今日常｜＝ついた浩勧も も．う同日に広
Pつったえる力も厚い時代です ℃J祉零E時｜二 天国に行駒trItい 何サ °Rl.Jたいと

理っても 白令セ；Rめるた樺之も 力も中工全半端な陣代仁進んで末た回として二

れ等文力ウト左末思のままにじてお〈サ 白尽の~~で民芸さ仕る守 今日の団

の向顕であると英に惜じくも途中で 道よりそれ ま E 月三 ~ するス刀ウト諸君ヒ

対する圧り方も ま E 回とじての大きちな課~~でありまじよう 3 個々のス力ヴト諸

君の内面的ま芭界仁友み入れられる女イヒ遺産左 すでにそれへの安涜の方去ほ日月

にされて居 Qス力ウデ fンアに於て 主i本的仁内 面イヒし それに基く知識が驚突

と警として行動叱し 得 るものたらしめ 未知E!.HJリ足す ち去さ萌につける華R深

く房長って居ります 3 それへの6J!j賛道程ザス幻勺テインクてある二と広申すまでもあリ

まtん。主｛志性のある白 己 発足二そ建務でありそれが臼 e~ 調草して行く主体｝l生が白己t_

調空して行く＝とうとがβ 箸の言葉であリまじよう s 強く天谷ス力ウトとして進めと雰言う，

（／〉
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斗三元口のF干dヲミ
J炉室軍隊々 長 4く野蓉

南町戦争O＞際 ベーデン パりヱノレぽ Jーヲキン 7・というJI、d江町の司令官亡

したυ ある時戦死一便し てモの町が主RWl二宮全！ニ包囲cれまじ E・憤Ir-.4ギ
リヌ人の努という害亙取線｜＝立てまじEーが すべて殺主らまttんでυE，そこで・

~Ir B~ S乙山J);と五つ名前で少耳の高是乏1¥=cリ訓練し 戦練に出じました，

8＜！＞γSwu乙ヒ広 ．本奈 IかきZf干1民隊とさみ建昧でじた e とこみがこの少笠Ef1俣放

の治躍で本政とω直拡が出支 dーフキシグ広京事紋われまじた，丈人でti:だめ
EっE佐穂左二の少答f干隈隊広 やってのt.rE:のです？ベーデン Jマウ工Jし広 二

の率に強い興味左堂え 後笥イギ υ スの少号不侵犯か・向顕i：：~つ E時．再びB吋

Se.eはt~ 1~ ろうと茨 JI:.；しまじ E:.

iR －ア戦争（編阿戦争のこと〉の時広 事の付俣でじたか 今授のはそうで は

ありま庄ん。平和の砲のtr候隊で"9". trf実は いつでも本隊よ I)一手定きに出て
織から実る本隊の主舎に尽すのが：モの栂自ですから B匂 Scθutは 也のゅの人

よ＼） 一号吃に出て 位の中。〉人の尚に尽すのがその彼自です－ §Pち乞~垣 内苑

若といよう意思です， 1需産φ 行くべき遁に泡跡ずインき ~lJ て下さつ巳提鷲聖人和

め 主蓬のよく知っているコロンフスや工ジソンも 僕涯と町じ制限こそ着てま

かったけれど笛 Sceutr.=三、つEのです，平和のtr1庚Eつをのです．

”ラ二、ンヂ：ノ守ン，，

主主J伊政々裏 目宵目 先

事いもので もう老母／＼穿にまります.J＇－..豆前l],Jll：と宝三 橋定請の’卸尽力でま

ず耳少隊よ I)取っr::.5'~ 固において 今あ＂／；；） ごとく力フ・が成事そしまじたのぼ ．備

にか川JC9=.治め餌l丈史請代の智福噂抑硲助の賜と堕われますs

カビ fンケで広 ますi旬父史の’御協力によるところ大であリますが： 較ヤ！＝あ

って広 まず二札以工の1高力志得て居Q隊医位｜二ぽ繁l¥E‘ろうと理われるほど亡

す， x:との敵におさ主まじても杷吋的に不足E~ff 之ております靖人福噂右に問じま

しても 急方面からの働力来えで 現在各組2名ρD・t汁左博る＝とか、できでら

<IJ: 二の京で b 索l~殴ー と思わ札ま す。当とし て忘 れて臥 lJ: ら広いこと｜二 銭勺 広

最良の卸であります.）ト川史主左閏奪買戻l二J寺つことでありますJ

かくのて・とさを手案件にあかれまじて まさに散りが二二に至りましたのは 至

極当窓の二とであります。

しか し定日 言潔道男＂＇ r..r勺致しまじて．やっとこれ広隊のl中tIGベ ~τ砲が

( 2) 

出末たように感じました今ヌ日本にお｜プ'G幻ピンゲ広主主雄主されEもので広く

諾史生の御力藻による絞りズ 力、ラト 一 人一人の行動がJ比零匡とも~じまじと ψ

京諸活団においても .i申ぼすべ2三点が多く破忘れております 力ブ 未ーイ

シニア ． ーとして持奈は 回一パーとー 脅し E ブ’ロ 也~ ff)中て 一つの後芸から舎でコ

ズ末に ti::ろうとじていo”すンペケの本 ．， の症に ．スカウデ 1ンク左工ネルギー
としE鉄ヤが．吃E咲か住．安亙結ぶ：跨も 極めて泣く l三てゆってきております。

終リ ｜二． 定日ある組の丈史念てさ「敵~6んは藍植ですおJ という断定的貿邑左

τされま し巳．しかし二れ今らわ て1 プてo~· ーイと董拓の吹亙ヲて予言で M:l\ . ~~ 

3g 
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い 立二 A の広T霧 く 府ど地珪之」
さと~5 ff 27臼（／｝ 集会ヒ表駄の様 /;t‘－＇if[制左各班で混常時理してもらいました。

以下ロモの結察ですJ 奮 さん も一戸安訊：してみてτ ，；い p うと し ても し監さんが‘隊~

Eったら。どの班g1守備班とするでしょろか、Ii:J;モハ〉 推理母：後lニのっていま

すので摂らじ念じ てτさい。

コイ ＿fil
8月6日（金〕に太苔ぼ神社の泣くにあゐ

jトさ~；世ヒ：~ぎに行った . ~に行く建中 天

舌¥I.雑境産で井く J＼ン左要っ丘 、直r=・ん店 主00円Eった .， 与をして梅丘すき1三と

二ろで 江ちとまった 「安φPじまり Eじた 巨と ろみサ？」支え吉区憲之た．「P

Eじめr.=trす2•.J X芭江そうjじに更さ巧て そ手 5出した， しぽらくすると 鳥居

士子胃之r=..モ二で 太邑広どちらのi差から行二ろδとまよった，事えEJらげく
神社互遁る二とにじた，神社広it＜い立の工にあbゆで ．丈芭iま少し苦しん｝：：，

，神社に着くとiぜか：更えた，Eに広町の中JヒJt!rが定わたせた 、． モこに広 風呂草の

けεりがのぼっていE0 ~也｜二 ついた。 逆のオ〈ぼ青々と輝って l\f; .. ;.K吉広 まわ

り否権認してから 米 ）~y i二きナチ之足。「泡のえくぬゐいktアー‘ 」と 1'苔江尽〆ヲ

r::，ミをして ．記老碑の前まで 泳いでいった 。それから 記を砕左詑ん！三，それ

｜二二ょう書いてあった。「一 人i匂 疋(j;;ヒ丞江死i/J- ~清太郎。」そのめに

まf-:31位に席。、こん正－ 7守翼手に旬かつて来志出じた．ょとしてやT送iごついたの天吉 l;J:

理つ jと。「くっと ~itg忘れた／／_J '[!! ；；フ間も E主〈 末吉広どりに行勺た ．そしても

とってきて.ffUに着が之E X邑広三h＼圧わり I＝走交正った， P--13'ら 葉山に全

1まわろとX苦圧電ったe 裏山までi工 ~く特けた. l主中 寺i二寄って ーとらい銭左

あげf，金照江8円｝三：った p 襲山のをり口1二信があった !Jrし工；主に広 鉄聴か

あって 究 E告が通っていた。事山に堂っているi重で患に五ぞれが出てきた。それ広

それは苦しか〆つE:n"'. ~買主 1：：着いた ， K苔区、と二 1－：：ねーとへった ． モして ． 勺とろ

ヒと者てじまった。一時間後 文芭江烹曹の汽笛で臣が‘さめた。 bう荷れほとれ

ていた，:K芭広ちがろ道左謹って 。寝込l-g_ ;BりE. Aみ切き克った併て rンK

と会った。ポン京i二As区「.:r.ソス Jと菖ってd'Jl¥c.つをしf:.，.モシ京と広行く
議骨子ちがったのでわ今れた。なぜなら 犬芭ぼ郵便局l二章子らU:.l r ;!t o::・ならE今っ

た。しぽらく行く と 汚11れ道庁：あったが．まっすぐ巳符ったc オえのわきでてい正ー

とこ らがあったd 丈苦 l;:rそこで J1、使乏した。していゐ途中に〈じさ電つげたが

( L,正〉

X芭 lよ ヘビ Jデ~らいで 二わかった， :2¥:E広Jト1更を途中でやめて その潟から江

ち友った＞1'吉広告‘なか左γ・7、r・7 CSぜてふる之ていたがヤ写路左通り Yをま~

に出E モこで．ちつきω純玉左じた.Jミ苔 lJ: 今まで fままんしていたのcljつ
ヒした.1ミ呂I工 ぼE歌まじりて都i更届にi旬サった、途中 ERにも会わなサっ

た，X陽ぽ箇に理みかけて 美しい タやげであった。やっと町φ;PJじ惚に来た。

元として郵便局｜ご着いE.，しかし 都便局圧しまっていた＠もろ5時互すわでいた

のである . ~舌ーぼしょんほ υ し f: ＜＞ そこへ きっちの~ン京ヴマって来 E，モじ

てこ．＝とほ左今ゎυ）三”「また会ったiG.」下いつじよに帰とろうてT•J 有、たり広

ろで玄くんでl滑った.1宮らは釈を罰ぞってー・恥 e ・・． 「ゆろや17～）山一。ろみの｝のみ

やげw...r---.まiJF.a: v 一一別オ＼ (j) 邑）：：＂エ一一一 . E れかにだきーし て～~ .J ～一

つば必~.Ji
さんぽら太郎が A把長 IJ'ら よ；ら~ら・惨さながら来た‘

すると南Rの方に 百円こうからじい ものがちらつと望之

E，京都6ん広 こまltr:もう17たと患い。石の道Rl藍ん戸。

モしてそのころとテらしいもの左右らって更ると つまらないビールのふEであっ

壬＠モれから邑ヘ進んでいくと 蕗ザあリそれ左直りぬけて匂くと 十字路l亡さ

し会かった、．せこで道がわからEくなυa-r:r r.:”でもやっとわかり 進んでい巧
た， l,っすぐ行主 索へ進んE。すると．南にとりいが寛之た。そ;flg i童リゐ11

た，その＝わから道 If細く古ってきE::.石に神社ヴあったが 太郎江濯~~も tr

ず 返りすき~E ‘少し進をと司Rlニ廻ザめつ［：.ちょうど あっ！：＞＇ったので 〈つ

玄lhぎ地の中へ入いってをごう(j)道ヘ行こうとし丘が J\:fJ~ 広を芸奇 A；ょにか l占まれ

て南のちにある吐きひのきヘ 進んで符った 駒着いてみると つまらなくてすぐ

でこみの道のきへ注ん1三J モ二で 更さみきくつ玄江さ 惨いてい〈と 暗号に江

ん蕗修理之？と ーモじて ぜんろに着くと 圧右きょく更てわj三った 、ケし歩くと

面｜二B守があったので おまいりにλいったe 出て来てウら 聴のあるとこわま

で-e-け手で進ん7三．よと札からーヤし行くとわきサら 野大ちゃんがと0・出て墨たa

太郎は’Irし漣いかげた村 野1くちゃんザぜん路へ出とのである lらめた。 ーとして。

I貫工へ旬かつて進んで行った.T賀工へついても iぶます tll＆おりていった 。ヤし

行〈とふた丘びぜん部によ〆つ-I)＇って .l.tまった，ちょろどモU〕＝＇｝－っ さん1rちlEき

もせん時でよまっていた. J:. 郎~ I~字路じきじて？なったが まっすぐ進んでい

n た（ 道広細くなる） その二乃 吃子広一路 げl＼案へ町今って ひたすら毛

( 5) 
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りつづけてい｝三。太郎広 1］；－ しいくとといくつ仁なり 這サら区立れて ぐるぐ

ゐ回リ始めた ο そのごみ f(z~ 広 種ヒさじかサっていた 〉モωころX院は よう
やく 回るの広やめた e モじて 道玄進んでいった モして ヤ掌E各ヒきして〉？？り

Jケし主まって 面（｝）Jj’＼進んで行った 2 モして 三っかどに来た包 主として Eへ

まザったかど まちがいと京つE I重をもとって石の返玄進んでいっf:，，与とのころ

1t?:写広待雪 (j)警安ヒついた e 吃亨広 道で丁石向指Zつったの Eっとーモのころ末

坊は .~jぜ l士出て ’ケし iにまってけしき左 I f: c モの二乃花ヲ広室、誓できつづき

玄Jうえて ほ〈！まく源ででて宋モ， j三郎~丸山部 1要局で . J;金Rあすけて出て来

た ~ ~乏して 郵便局φ1t索の下掌路で .1E_予と出合った。

の話玄さきさELtがら 去って行ったご (B地点へ行った〕．

鷲 I1Jl_

同日は ／タテア写／2耳311ヨ｛金〉隊彦｜二にた 畏ザケし Jろうしくて ．足。）電サ

い せの i色いマム天君広．近＜ l二あowヘハイヰンケヒ行こうと暦いまし E P モ

してー午前ヲ時i二A地より出をじまじた。ま すl宅へ進み 十字路に温まじたの乏

して由南の道へ行こうとじ Et)よ 道）二広 副長によくにた ~4三 ω 山犬ザいたため

二わくて需の道仁した。橋玄わ巳リ ヤ宮路戸出］三ゥT字路でいっEんi仁まり

どっちに行ころサとマム末広迷ったが けっきょく突に進ん E， ちょっとすると

まET字路仁出E、二欠区迷わす・南慢の道へ進んだ－ly＇しまE歩くと三さ路仁出て

左t行二うサとRぎったが ちのちにとりいがあったたd'J.石の道へ行った ヲ〉てに

とりいをくぐり 道広 iよ2 ~ ート Jレぐらいの山道に入った c とりいの ill 辺広 嘗

rt!?であった。山道左登り］頁工につζ と．右側に今！こもつよポモうま神社があった会

わ~ l）力、、 ヅサイので ーマム友広嬉向きもしないで孟りすぎていった ．をじて山を

あUていった ヲするとせザあリ わEらなけれぽできな いのでくつ左必さ 広疋

しに Eり衣瀕玄まとめてすくいでわたろ勺とじたつすると石仁記念ひザ更之て モ
ちらの方ーへ氷いでいってモの記令ひ左居た c モオ1つらうネい ですヒ桂へわたって く

つ却さ内おて子一三；：主一一－ 1があり日玄よく兎
II i ＼守〆土史？ Ii 

ザ主治めた 川すb 11 あの咳二の惣力、 IIてわたった フ南の方へ

と三三路仁出てらγ｜いま逐ゐ，F II進んでいるとる倒 l二

いていくと 酬 が かL一一一一一一.J寺があったので持
i）じ7三3 モ して 進んでいくと稽ザあっEのでわたったr またもや進んで山道互い

くと右側iの山にめずらしい .（ザわったので 取って進ん丘 τ 主として山進Z進んで

（ιヲ

頂主につい）三．乏して山左ありた ，あり正？？？ヒさっきの国鉄線かあ リ 圧右左右E

iJ-めてわたった 3 わEると1王φi蓋サら一人のよ二JilIヒょくにたせの（色l.＼あっさんが

走リ広がら通りすさていった 9 せのあっさんはマムゴミかすいりじ たところ きよ

ろあく iまんヒん）三と5ぎった ーモろ定（＼江ガ4・らマム文広山道に入っ た 3 山i重玄移し＼

て頂工の狙主標高点①泣く玄重って モω迫くでマム末広一人でたわ走れたタモ

れから両のはiの頂工めさ‘じて進ん正。頂工左i重り山左下ったヲ下った所の三さろ

でどちらへ行こうと迷ったまぎけっきょく右の方おく よ三そうなので進ん店。ケじい

くと三きちへ出て正へl＼ったが ．ささ叉ザいたので石に進んだコ乏の時でもさっ

志のおっさんをきょう恵医ん人だと照っていた 。 エ E 少し歩くと十~路仁伝てど

ちらl二行くか巡ったがけっきょく石に進んでいったコずろっと歩〈とNヒ出］三 g

tヒrn1J（｝）都便局の戸介でマム:K~まどきょうをっていたおつきんヒ出あった ヲ おっさん広

マム京にきちしかけ E、マム文広 ーあ住びっしょりにしてびっくりじておっさんの

顔玄電てよく考えると．と~ ＼） ゆげいじのJ主じさんた、っと。二人広ーっしょに

B町ω 白千三くへ帰っと 良二れで 号車ーすんの事まわり 泊

〈モハン土佐王呈〉
在E繋推理の一例

あゐ§f:の要 ヨ8回l伊豆政ナコパIJjI次長大山手薄君広 A I世点より視野ドハイ？ E_試

みまし王。 「このITTl二短欠寺という寺があるの疋ザ－ .匂ーな とI守したのですが‘ わ

t5'lらEいので史街 野l埼神社と三夫前め碑のある索へ進路左とりました ッ稿玄＝度

つE一江田の十写路モ rtt!図さわ／フひ司わげ・て行き玄確認しました 。「モつ足、／ 二
二広一l襲来疋事がある ♂」とさF左打って鳥居玄くぐり すEこら湛みました 。野崎

神江広 音対モよく聞いていEのですっと孟リ 泡につきました ~ ;tQ （］）対岸bt是

i二立っておりう更軍の通るのが更之まし t，日ザ；段々 l二島くなって来たので「赤い

で行二う 。」と街~羽左ーづにまとめ 預の主にくくりつけ平水ぎでゆっ くりヌいで

行きまじた p 三太郎の理区 IlR ::.iの嘆の足取亙般之E斜面｝二あリました 。碑には

「J妻震三平岡 示田村の仙茨JE13.IJ （｝）華いる舌性一死に末泊村中三末 ~t事足すゴと善

かれてあった『平孝君広 もろケし：之さEサったので対岸の良瀬まで同様にして

うえい七行きましE，次は 丈俊寛m事ー和尚｜二会ろべく 急
L ¥ E，踏切り互売る崎広 正石玄ょく更る~i立広よく知っ

て＼＼ る。薮ー和尚(J)誌し l工 全く r=・ るうつ Eので胃 7にt；ヮ

リ工げて吃乏をい 1三 弓 ~乞うi買っ 7三当り？？ら白~ fJ：呼んでい

るの ヒ宗付主 意当 lJ: 喝戸庁玄末 の 還を モ才1 でプッシユし E: ~

c 7) 
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定．翠3ネ

ここて寝

「ああ’ 一江l町遭っていたの］三 υ」と夜

「どこ 合；~い Jl、 ） II IJ: 

＝の！＼！！.安））＇Jうi主

いた疋lJらちらんのこと野崎神社ゃ三京町（／),fi習も今！コ取る穏に更之E

いEのは 定文~(}) l三蛍 も思え丘事てす d

付きました．量 Jj'近づいたのかをに滞在京ヘノって茨まじた

山崎｜二もどり

でも

I）勺ktll人間iニ立九うみん1J:に胃けEい
>err 

モじてす之に憾とょう

積着な山で井〈庄一造もありま也ん．n:いもの今 /l:oJと鞭しまじtとが二の金問JIt1J広

i工t.ig:.しl土色のちへfきな下り I反巨ったそF一期に降りました，定程理ったわ11彦川の

一番主夫王将Jlのlまでも．支ゴモがあ7dr：：.ろうと碓理じたからてす。むき時 IJ切って胎
佐世

工ゴEの河口付｝立1二広

健治

し勺 iま取りの新首去を被えてくれb X粗と訊合志し
色。

｛ 手・シ＋ － 7 ff} しくみがよいか吟！三と聖~..－：＞ Iと？ラ モ れ に 1委蓬が寝ん
B羽し毒事町

つまり軟~1?.持って行くと

カフ（M~ 自主広丘すこと 1主グ

01奨（｝）砲のデ主少ーフ江

ても勝った『

かまわすどんどん山主主ヘ入って行きました。

オく7*のfiWれか滋てく工り~ほ包がぜ んそf ん Eまってくる Li .

切 り在売るとT~蕗に温まし た

'7~夢ぼへってくゐし

ハンドパース木・－）レ亙してだゲーム玄レてくれゐ r

もろ平草沼広もみふらふらでした e 石 ：！；－ ヒ短主事家信5安在~つけると岡崎 1-::

下しめたr二こで畳食Eo」と細川までフvシユ して.1薮
るし

細川の苗互認めましF-,

合炊事五治め暮した弓J'Il二ゴ三五詮 ζたりする芝居 J;j:;くス TJ勺トらυく 'l.1'言語じまし 和樹くれる 内組のヂj 今一フ 区一蚤よい

中でもデ シ今ーブぢL・ Jg~ ［王？

匡まって白白にきしてくれ Q,

霊刊の時は非常にきび．しい

。i業区一組が容さ巴 rさすが力パ班φ ＇）J: 震です，~図で南由の山 R 詞べると山富IJlU と書いてありま1三。

彼江ヲーム(fl時広蚤んでいゐとモの下に二の付)fr_マザヨ「とつらザら奇足んでも閉じ疋： ・J｛ニした内

巨そ久平 Jj君広ちょっろる~い草虫がい bのて零注意とありますs〉／ーリζL＼エコ

埜
白ーキ且江全賢乏是で愉快巳／「γ一二F脅けてたまるか大丈夫らと電安左もって出宅すると今·R:JE<tJl\E~歩、

でーとれザ；一組 (J>安定立1王と翼手エコ．。奏曲目l二やらE¥t ;?l l.J:広ら広いのにやらない胃翁蹴力、＝の日寺w iごしました e 山道1正面 1：：進み商工か ら雨！こ伸びていました＝
ら一路瞥寝附に向（＼ 室定うら震なカフに干すくのが鳴きしみ疋も宮走守tで紫しい，。たすら・走っている一人のヌ力ウトヴいました，彼ぼg3国

｝三いたいは L主~ J: し王 、~ ぽスタシ、ソを惹え

3皇、右

(Ji一組の人江崎ヤ！？んか亙・するがゲ寄隊トラ班のヒケ美恵でしたe 彼江崎~爆弾互信ったので急いて宮、警へ届 17 よ

でも凄I)IJ:だな昆にまってじまいます，

。憐広一組。〕堤i三／ ー粗に広熊が主人もいて。匠カら皆ャ＇／；｝亡 とがろま l¥,i=;・3小

ら跨0いは・0.~ こが i共にほしヤくに6 わ~.責主ぼ 1受ぎかみ E丈ら之 Z;i ょう J;t . 

];, E寺区すぐにひらめさますーγ写隠主石t= lJl1 リー 1吉道 l~遂いましと 7>"

ヒケとみ？ら町ヒ烹ました ， ~ 1f習が‘1賂 I)ヴげに切J=ts.安い郵便局J'Jら出正 時

二人ぽE設は章，っても学校ザ：f?Iじなのセよさ主見1支で

一方~秀嘉広ろとしてl¥ F-:のでした，

キ－；；：沼とは‘つ1三り ill会いました，

ャめてく時勺之らそとろiごI¥；つ eif-Rしめしてほしいと想ろ？匂すギ広一人］乏かヒデ夫君広．γヤーヒiど;fびっしょ I)かき立がら大役主要した宴澱て警の怯

司Z志君もハイギン アの事左詰じまじた、

した，

丈ft-れノ二人区さすがスカウト号事志詰しました。

長’lて慢がりすギの 1受になら6tl E‘1援には全然あわ広 l＼と恵。前の ！奏会σ｝時に沖ょく l渇略i二つきました．＝人寄れほ包然と定芳も重ってくるのでし.J:.みで9,

-a;否1こlまいっ当とのこ「ゃれほ、で丞るんl三.J:，むと いっ ？flーが広ずかしtl'った勺 j二 戸

ユとふ）I与す I｝－しく広 ~） I三

0 0 君とム A君ぼ｛＼つも 愉快広 二と。一組u:l ＼「もふさItて氏。今u巴／ ζ （.I二

i菱沼

仲荷

とてもいいです

すぐ！こわ内い疋し てしま ！＼~す 、

富ヒ＆~之ても lうえ ‘

I f) 

E_l＼うので
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、

CaJr--<f.仰心t 2＜み qoきのス寸力三医うけん改行

イン ドヒ住んていたquきのT耳勾玉の宅券広 医-01Tんが場きてじた、その
足券の寝耳きの$f:ilJ D "I 7 ！［重にと；；ヨ ン ロー乙ー 乙；可ー‘ トム ロシャー ロ

ミ；；一 三ヰとケンであQ ケン ザほろITんに符こうと さっ尼崎ごの開（［＞余り物ぽ

三職事し -IJ＇広 町？っEので 三輪~に皆医薬勺て 、ノ連ヘ削分った。、ji霊⑤ら耳ウ

シタ・ヘ行〈とらゅうでソりが二われて.trあ寸のにEl ¥ ~《時闘が？？かった舟 あモ

ニ亡l¥ l;; fJ>日？乃ささ1三／〆うさぎがいる。アレ II雪で道Ifわからなく Eってυま
った．ろさき・ヒ怖いてみよう，それて夜F-＇ちに広った ”つれて行く ことにしよう

オヲシ？にフー包ン工期が・ありました内定喜志ぼフー包ン廷ゐすんでEて．イ志｜ごつ

けて主主とび草した p 京い 二ととんでいたら ．しらん向l二イギIJ文の工にきてい

ましたr すると力 ラスがきちて．フー 乞ンまわ勺色ので渇に落ちた およいでいゐ

とらゆみ珍めiこあった ，かめとなかぶじ！二I云ったσ す dt:fぁ吐いかかって莱Eが

勝った r E:F-ゆっ ~（］） てつかれてきた ‘ そこへいかだが走れてきたφ でEぞって符

った， スペインヒついた．スマ1：.－ の τr こう璃の Uころ~のにもつ（］＞ 中にちく札

そのtpでねていた‘Pころさがとんていゐ時とつ庄ん工ンジンが二しJ:うした ‘

モれてアフ I)J力の珂ヒJうりf-:.その時トムザあきてみんなきゐごじた，そして

アフリりのがつtt（｝） 巳んけんをほじめF-:. ／人／人かど すlタガタして．吉区二わ

ザ；勺てかEまっている ，eがと；；ョンf予定巴きr-e.出じた.~； ョンザ急 lτ tr.ちiとまっ

た． 人向のヒ I>いFど／直ほいっモぅR、るえあがったが と；ョン Eけば ~IE'......,1三，

人間在£せって力支ーをのっとろ行よと ジョンが芭つ丘” 富~1さんだん人間の

方に泣かif'l¥f.:,itヘ1tヘ添いて斤ったら アラと；；Fレに行ってしまった ．ジョン

がフラ UJレuコーヒーがおいしいよといったので 壱ぽコーヒ『の不にのぼ・巧て
コーヒーのみまEめてから 受itへ1tへと選定とちゅうで 竹互恵つけたつら吋

扇き咋って モれに奪勺て1仁へ1ヒへとメキシコiごついた. ／，キシコで事亙1事るさ・

い I)ょう互築めてきEが なろまサ1区れ

rs: いので ／時間〈おい~えてや 勺ζ

お九lまあ広 禾ンコ ヅカーザできま じた、

南がふ勺てちた， 叩ねナ1-gいので急いで

}" .( I) ）］ へ白・J1）勺とちゅう 7号館のヨヅ

ト，fi,"i:. I号てゴ吋ト左 t)'ヲほ’ぬって あE

のちへ行え ζ Eんl三ん：賞作喜3くな勺て

毛iこの C宝にはL＼勺℃しまいまし巳 花

<.10) 
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ねをっていたら急 I：：ョ吋ト 1)＇・ゆれ 信r~きが ぶつ そまった 汐み ゐと そこ i玄ア －＜ J）乃仁

つEらしいです，xおきと伺今ってヨ 、ソト玄進め るう ちに 戒 し静ゅにまってさ

とのでqトに出てI¥ J;.しE，するとアd I）力今ら出て2臼自の$11に隆志日つけまし

丘がどちも苦言人協らしく おむしらそうでもないので ζ怪ほしま庄んてし7三

それ今ら 108'1微に睦母宅之てきまし た． 主産じて，，.ら．二二う臼~F三と l¥ 0 二と

がわサりまし巳。

「jでラン星で死んE:三ちゃんと八ちpん」
一ーー ナフヲ3くみのあ桔υ
11'>ゎ

2001写6月10B 三ちゃんとノ＼只ゃん区 JI!! J;まに廻れました．治めた260 I 

雪ロケ vトに柔り／＼＇ラシ畢ヘ行主 モこて三；；工ザトモノレ－ /I/ 1＝買えって ／時店1

1益iニ帯二にあった a ニユースで了2人丈げがあとノタ念6クSL.t2!.5人づど草じよう．

3丈ほ・・・・－：.］当との二人と広 三らゃんと，，ち＂＂んです ，ハち申んほす桁丞弓11て

今んたんとま;BつE..三ち？ん広Eおら広l¥ （］） で 之らい二とヒEった”今官庁中

八ちゃんは J＼：：.~ヒなっ て ？コめ向サらφぞいていまじた，すると定宝が来て.60 

臼でE あb と芭わ~E ， ハろ ゃんg lさんした よけれどち 60 B 1三つまで待つ
亀，3

ていElアれほ・ttりJ住ん 内三ちゃん広 夜巨らに~在宅？って来てと ~みまじ た

三ち＼＇＜＞ん広まんがのま三互さったのに 使い詰0)'t 6かつて来たので にヴてgg:

Jうと宅いました．その志広 ~んと タタテヲ 7 ベーとよ でし F-:. . 捷疋の巳 11-59 8 

ず介勺7三. /,o回の予定てさま<Bるのですりら あと／臼です d ι／回目l二．二人

ぼアロン聖ヘ’行るましと，そとじて アロン里のI蛍園地へ並びに行くと 霊長しいの

で帰るのが（マヒJI:っr.:‘八ちゃんザ・ γ帰ちみよ」と言った． でも三ちゃん広茨
にしないで tまんでいた e ハちゃん広 r主に明る、ξ・0」と叫んs..三ちゃんほ

うでE・と寄っE:tj.・ ノ＼ちゃんは不当にl滞ってしまった．三ちゃんはが巧かりして

「ぼくら時九う」と苦って ヘちゃんEおt＼サげた J モれ今らご人医すっとーIT

ん。 i実りりして i¥ました，ある日 三らやんlエ江旬、広お I)乏しようと慰い 八ら

で3んの君主へ行8ゑしE.i＂－ろゃんに広 お今あるんもおとうろんもい＆いので

ゐ JJ;•あさんか・ヘち ゃんの t竺 ~b R じてい ま <;J e三ろャんぼ尽l＼切って ヘらゃん1ニ

;r "1'.-':%. I.) iし三．ヘちゃんl三 そな興廷していましたが。す＜： 1二 王ちゃんにあ

やまり三 し三角モれから ＝ 人て草び止 しE 、今 1旬以ゴジラ室へ符~ . 公園で謹

λとい 九にー怪獣い去、そh'¥"¥;;i,した。ご 人¥;tび．「 〈けして パラン室ヘ注げ℃喝

りましE，当として 広駕て越グまし7三 地球主Hl抱いて もつ半琴I::.lJ丘 I）乏し

( //) 



た働問白広三ちゃんのたん生日です ヘちゃんはおf在フレゼニ トL'f::らJ：い 少

わかりま包ん．三%ゃんはプラモデJレ与え If ~三 7ざた士らと 煙い 佳併のアラ Eデjレ亙

賢いJ.した 今臼は 三ちゃんのEん主iヨでマr，制今 らl'ill程！？子ゆぶ ζt¥ QぶうfJ.

賓がしdす ニユースで「 パヲン宣がパフハッします 止まら にげるように .. . _j 
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